




























































































































うに、昭和 15 年 8 月から艦隊編成を平時から戦時の態勢へと移行を始めた。「出師準備」である。8




















山本五十六は翌昭和 16 年 1 月海軍大臣及川古志郎に書簡を送り、日本近辺に進出して来るにせよ来
ないにせよ、米艦隊をいつまでも待ち続けるのではなく、こちらから先に真珠湾に出向いて直接に打
撃を与えるとの考えを明らかにし、その方法を明示したのである 18）。















































し山本は働きかけを続け、正式に承認させたのは昭和 16 年 11 月 5 日のことである。同日、空母 6隻
を使用してのハワイ奇襲は海軍の作戦計画の中に取り入れられた 24）。









































開戦日延期の兆候は、昭和 16 年 9 月 24 日、先述した特別討議の開かれた日にうかがえる。この 24
日の晩、上述した特別会議の終了後、永野軍令部総長と杉山参謀総長は作戦、戦争指導事務当局を交
えて会合をもち、9月 6日の御前会議において定められた対米英戦の日程すなわち、10 月 15 日に戦争













しかしすでにそれよりも早く、10 月 4 日から二日間に亘って行われた鹿屋海軍航空隊での図上演習
は、軍令部と連合艦隊の間の合意によって、開戦予定日は「アメリカ時間 12 月 7 日」、という想定で
行われていた 34）。陸軍側としても、「それまで 12 月開戦のようなことは考えていなかった」35）が、「10
月初めころまでに、それは 12 月初頭（7日～ 8日）に延期されたのである」36）、と記録している。


























すべてが完成したのは、11 月 14 日。「加賀」が佐世保で受け取り、すでに出港した機動部隊の後を
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ところで開戦日を 12 月へ延期することが決まった 10 月には、戦争を含む全般的な国策の再検討が
行われた。10 月 17 日近衛文麿に代わって首相を命ぜられた東条英機は、それまでの決定に束縛され
ずに白紙の立場で再検討せよという天皇の意向に従って政策の見直しに着手した。東條は17日のうち





天皇の意向にはかかわりなく、陸軍は 10 月 20 日に、つまり再検討の作業が開始された翌日に、ま
た海軍も同じく 20 日にハワイ攻撃を含む「帝国海軍作戦計画」を内定して、攻撃対象、攻撃開始日時
に変更のないことを互いに確認した 46）。陸軍も海軍も、再検討が天皇のお達しであるならば「致し方
なし」と受けとっていたが、作戦に影響が出ないように 12 月 8 日開戦を目指して準備をすすめていっ
たのである 47）。12 月 8 日予定通り開戦することについては、陸海軍省に知らされていた 48）。つまり、
政府内部では、首相兼摂陸軍大臣東條英機、海軍大臣嶋田繁太郎はこれを承知していた。
再検討事項の結論は、11 月 1 日から始まった連絡会議においてまとめられ、ここではアメリカとの
外交交渉は 12 月 1 日午前零時をもって打ち切り、戦争発起は予定通り 12 月初頭とすることが了承さ
れた 49）。また永野修身は 11 月 5 日の御前会議に向けた説明を行うため 11 月 3 日天皇に拝謁して、ハ























































軍令部がハワイ奇襲と対米英蘭作戦構想を陸軍側に通告するのは、8月 22 日のことである 57）。しか

























































































































アメリカの対日石油禁輸が発表された直後の 7月 30 日の夕方永野は拝謁して、国交調整は不可能で




















































































































石支配地域から発進して、往復 4000 キロという遠距離の飛行をして 1機につきわずか 1トンの爆弾が
投下される可能性を恐れていたのだろうか。
山本五十六には、9月 6日の御前会議における天皇の意向、「外交を優先させよ」、は耳にはいらな
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There are huge amount of studies concerning the origins of the Japan-U.S. War. They uncover the 
situation surrounding both countries, Japan and America.  However questions remain as to exactly how 
and who began the war.  To make clear these questions is the purpose of this thesis.
Even though the relations between the two powers become tenser and tenser, it does not 
necessarily lead automatically to an actual war.  For the war to break out, there must be a military 
assault from either side of the party concerned.
Needless to say, as to the Japan-U.S. War, the first such action was taken on Pearl Harbor 
accordingly to the plan made by Admiral Yamamoto.
Contrary to this fact, Yamamoto was regarded as a pacifist, because he was acquainted well with the 
strength of America.  Japan will be no match for America, if the war break out.  He was also against the 
triple alliance which might lead Japan to the war. 
But the tragedy was that he was obliged to choose between the pacifist role and the obligation as a 
Navy soldier.  Needless to say there was no hesitation for him to choose the latter.  He had to lead Japan 
to the war against America and died a glorious death on the front. 
His personal history made him a kind of hero of tragedy.  He had a reputation as a tragic admiral.  If 
he was a pacifist really, why he insisted on a attack Pearl Harbor so strongly and persistently? 
The author tried to make clear, how Yamamoto compelled the Naval General Staff and its Chief 
Osami Nagano to accept his war plan.  And also tried to point out that Yamamoto ought to have main 
responsibility over the war. 
Keywords : Japan- U.S. War,  Commander- in- Chief, Combined Fleet Admiral Isoroku Yamamoto, 
sudden attack on Pearl Harbor, Chief of Naval General Staff Osami Nagano,  
Schlieffen Plan
